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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 1日 (2004.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ タ ン 酸 化 物 を 主 成 分 と す る 第 １ の 脱 臭 触 媒 と 、 白 金 族 系 金 属 を 主 成 分 と す る 第 二 の 脱
臭 触 媒 生 ご み 処 理 機 排 ガ ス の 脱 臭 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ｒ ｈ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 と 、 Ｐ ｔ ま た は Ｐ ｄ か ら 選
択 さ れ る 少 な く と も 一 種 の 比 率 が １ ： ８ ～ １ ： ２ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ 記 載 の 脱 臭 触 媒 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

に よ り 酸 化 分 解 を 行 う

重 量



　 本 発 明 は 、 チ タ ン 酸 化 物 を 主 成 分 と す る 第 １ の 脱 臭 触 媒 と 、 白 金 族 系 金 属 を 主 成 分 と す
る 第 二 の 脱 臭 触 媒 か ら な る 生 ご み 処 理 機 排 ガ ス の 脱 臭 方 法 で あ り 、 そ の 装 置 と し て 、 脱 臭
触 媒 と 、 前 記 脱 臭 触 媒 を 加 熱 す る 手 段 と 、 生 ご み 処 理 部 で 発 生 す る ガ ス を 導 入 す る 導 入 口
と 、 排 ガ ス を 排 出 す る 排 ガ ス 出 口 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 脱 臭 触 媒 が チ タ ン 酸 化 物 を 主 成 分 と
す る 第 １ の 脱 臭 触 媒 と 、 前 記 第 １ の 触 媒 の 下 流 側 に 設 け ら れ た 白 金 族 系 金 属 を 主 成 分 と す
る 第 ２ の 脱 臭 触 媒 か ら 構 成 さ れ た 生 ご み 処 理 機 排 ガ ス の 脱 臭 装 置 、 ま た は 、 チ タ ン 酸 化 物
を 主 成 分 と す る 第 １ 脱 臭 触 媒 層 と 、 前 記 第 １ 脱 臭 触 媒 層 の 下 層 側 に 設 け ら れ た 白 金 族 系 金
属 を 主 成 分 と す る 第 ２ 脱 臭 触 媒 層 が 同 一 基 材 上 に 形 成 さ れ て い る 脱 臭 触 媒 と す る 。 ま た 、
上 記 チ タ ン 酸 化 物 を 主 成 分 と す る 第 １ の 脱 臭 触 媒 ま た は 第 １ 脱 臭 触 媒 層 と し て 、 Ｒ ｈ 、 Ｒ
ｕ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ を チ タ ン 酸 化 物 を 主 成 分 と す る 担 体 に 担 持
し て な る 脱 臭 触 媒 で あ り 、 さ ら に こ れ ら と Ｐ ｔ ま た は Ｐ ｄ か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種
を 複 合 担 持 し て な る 脱 臭 触 媒 と し 、 さ ら に 前 記 Ｒ ｈ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｕ ， Ａ ｇ か ら 選 択 さ れ る 少
な く と も 一 種 と 、 Ｐ ｔ ま た は Ｐ ｄ か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 の 比 率 が １ ： ８ ～ １
： ２ の 範 囲 と す る 。 ま た 、 前 記 脱 臭 触 媒 が 塩 基 性 化 合 物 と 複 合 化 さ れ た 上 記 記 載 の 脱 臭 触
媒 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 ３ ） 　 酸 化 チ タ ン 粉 末 （ 石 原 産 業 製 Ｍ Ｃ － ９ ０ ） に 硝 酸 ル テ ニ ウ ム お よ び ジ ニ ト
ロ ジ ア ン ミ ン 白 金 塩 を 金 属 換 算 で Ｒ ｕ ： Ｐ ｔ ＝ ４ ： １ （ ａ ） 、 １ ： １ （ ｂ ） 、 １ ：
２ （ ｃ ） 、 １ ： ４ （ ｄ ） 、 Ｒ ｕ と Ｐ ｔ 合 計 で １ ｗ ｔ ％ と な る よ う に 混 合 し た 。 得 ら れ た 混
合 物 を １ ５ ０ ℃ で ４ 時 間 乾 燥 さ せ た 後 、 ３ ０ ０ ℃ で 焼 成 し て 脱 臭 触 媒 ３ － （ ａ ） 、 ３ － （
ｂ ） 、 ３ － （ ｃ ） 、 ３ － （ ｄ ） を 得 た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 例 ４ ） 　 酸 化 チ タ ン 粉 末 （ 石 原 産 業 製 Ｍ Ｃ － ９ ０ ） に 硝 酸 ル テ ニ ウ ム お よ び ジ ニ
ト ロ ジ ア ン ミ ン 白 金 塩 を 金 属 換 算 で Ｒ ｕ ： Ｐ ｔ ＝ １ ： ４ 、 Ｒ ｕ と Ｐ ｔ 合 計 で ２ ｗ ｔ
％ と な る よ う に 混 合 し た 。 さ ら に 得 ら れ た 混 合 物 を １ ５ ０ ℃ で ４ 時 間 乾 燥 さ せ た 後 、 ４ ０
０ ℃ で 焼 成 し た 。 次 い で 同 重 量 の 酸 化 カ ル シ ウ ム と 混 合 す る こ と に よ っ て Ｒ ｕ と Ｐ ｔ 合 計
で １ ｗ ｔ ％ と 酸 化 カ ル シ ウ ム を ５ ０ ｗ ｔ ％ 含 む 脱 臭 触 媒 ４ を 得 た 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の 結 果 よ り 、 二 酸 化 チ タ ン を 担 体 と す る Ｎ ｏ ． １ － （ ａ ） ～ ６ － （ ｂ ） 、 ８ で は 、
比 較 例 で 示 し た Ｐ ｔ 担 持 ア ル ミ ナ ７ － （ ａ ） や ジ ル コ ニ ア ７ － （ ｂ ） な ど に 比 べ て メ チ ル
メ ル カ プ タ ン が 効 率 的 に 除 去 さ れ る こ と が わ か る 。 し か し な が ら 、 比 較 例 で あ る Ｐ ｔ 、 Ｍ
ｎ 、 ま た は Ｆ ｅ の み を 担 持 し た Ｎ ｏ ． ５ 、 ６ － （ ａ ） 、 ６ － （ ｂ ） 、 お よ び ホ プ カ ラ イ ト
Ｎ ｏ ． ８ で は 二 硫 化 ジ メ チ ル に １ ０ ％ 以 上 も 変 換 さ れ て い る 。 そ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 実
施 例 Ｎ ｏ ． １ － （ ａ ） ～ Ｎ ｏ ． ４ の 組 成 で は 、 メ チ ル メ ル カ プ タ ン の 分 解 率 が 高 く 、 か つ
二 硫 化 ジ メ チ ル の 副 成 率 が 極 め て 低 く 、 ま た 、 Ｓ Ｏ 2 と し て 分 解 さ れ て い た 。 特 に Ｎ ｏ ．
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３ － （ ｃ ） 、 ３ － （ ｄ ） の Ｒ ｕ と Ｐ ｔ の 比 率 を １ ： ２ 、 １ ： ４ と し た 場 合 は 、 低 い 金
属 担 持 率 で も 高 い メ チ ル メ ル カ プ タ ン 分 解 率 と 低 い 二 硫 化 ジ メ チ ル 副 成 率 が 得 ら れ た 。 な
お 、 本 実 施 例 で は 示 さ な か っ た が 、 Ｒ ｕ と Ｐ ｔ の 比 率 は １ ： ２ ～ １ ： ８ の 範 囲 が 至 適
で あ り 、 か つ Ｓ Ｖ が よ り 高 い 場 合 に 複 合 化 し た 効 果 が よ り 顕 著 に 現 れ た 。 ま た 、 本 実 施 例
で は 、 Ｒ ｕ － Ｐ ｔ の 複 合 組 成 に つ い て 述 べ た が 、 Ｒ ｕ と 複 合 化 さ れ る も の は Ｐ ｄ で も 良 く
、 ま た Ｐ ｔ と Ｒ ｈ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ そ れ ぞ れ を 複 合 化 し た 場 合 に つ い て も 同 様 の 効 果 が 確 認 さ
れ た 。 ま た 、 Ｎ ｏ ． ４ の よ う に 塩 基 性 化 合 物 を 共 存 さ せ る こ と に よ っ て さ ら に 二 硫 化 ジ メ
チ ル 副 成 率 を 半 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 以 上 よ り 、 本 発 明 の 組 成 、 と り わ け Ｎ ｏ ． ３
－ （ ｃ ） 、 ３ － （ ｄ ） の 組 成 と 、 低 温 活 性 組 成 で あ る Ｐ ｔ ／ Ｚ ｒ Ｏ 2 を ハ ニ カ ム 上 で 二 層
化 す る こ と に よ り 、 硫 黄 臭 気 に よ る 耐 久 試 験 後 も 初 期 と 同 様 の 酢 酸 分 解 率 を 得 る こ と が で
き る 。 こ れ は メ チ ル メ ル カ プ タ ン が 第 １ 脱 臭 触 媒 層 １ １ で 効 率 的 に Ｓ Ｏ 2 に 分 解 さ れ 、 下
層 の Ｐ ｔ （ 第 １ 脱 臭 触 媒 層 １ ２ ） 上 に 滞 留 す る こ と な く 排 ガ ス 出 口 に 放 出 さ れ る た め と 考
え ら れ る 。 こ こ で 、 Ｎ ｏ ． ２ － （ ａ ） の 組 成 を 複 合 化 し た 場 合 は 、 酢 酸 分 解 率 が や や 低 い
が 、 第 １ 脱 臭 触 媒 層 １ １ 中 の Ｃ ｕ な ど の 活 性 成 分 と 第 ２ 脱 臭 触 媒 層 の Ｐ ｔ と が 層 界 面 で 相
互 作 用 し た 結 果 と 考 え ら れ る 。 同 様 の 傾 向 は ２ － （ ｂ ） Ａ ｇ の 場 合 に も 観 察 さ れ た 。 Ｎ ｏ
． ３ － （ ｃ ） 、 ３ － （ ｄ ） の 組 成 で は 担 持 金 属 の 中 で Ｐ ｔ の 比 率 が 高 く 、 二 層 化 し た 場 合
で も 第 二 の 脱 臭 触 媒 の 低 温 活 性 を 損 な う こ と が な い 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 １ 、 ２ で は 脱 臭
触 媒 の 温 度 を ２ ５ ０ ℃ と し た が 、 生 ご み 処 理 機 排 ガ ス 中 の 水 蒸 気 が 影 響 し に く い 温 度 帯 と
し て 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ８ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 で 用 い ら れ る こ と が 好 ま
し い 。 ま た 、 脱 臭 触 媒 体 を 通 過 す る ガ ス の Ｓ Ｖ は 数 千 ～ ８ ０ ０ ０ ０ ／ ｈ 程 度 の 範 囲 内 で あ
る こ と が 好 ま し い が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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